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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

表
彰
の
上
、
副
賞
を
授
与
し
ま
す
。

■問 
印
西
市
観
光
情
報
館
（
〒
2
7
0

―
1
3
5
0
印
西
市
中
央
北
3
―
2

イ
オ
ン
モ
ー
ル
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

1
階
・
緯
碓45 
5
3
0
0
）。

第
1
回
印
西
市
民
ま
つ
り
に

出
演
・
出
店
し
ま
せ
ん
か

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

10

22

10

7
時
。

■場 
イ
オ
ン
モ
ー
ル
屋
外
駐
車
場
（
中

央
北
）。

■内 
①
ス
テ
ー
ジ
出
演
者
②
飲
食
物
な

ど
の
模
擬
店
出
店
者
③
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
出
店
者
。

　
詳
し
く
は
、
印
西
市
観
光
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問 
印
西
市
観
光
協
会
（
緯
碓42 
7
5
3

0
・
月
、
木
曜
日
の
午
前
9
時
～
午

後
3
時
・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.in
z

aik
an
k
o
u
k
y
o
k
ai.co

m
/

）。

（７）平成２３年（２０１１）７月１日号

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　
　
パ
ー
ト
衛

印
西
市
観
光
協
会
主
催
第
　
回
21

「
印
西
ふ
る
さ
と
発
見

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

　
日
ご
ろ
カ
メ
ラ
を
持
ち
歩
か
な
い

人
も
、
こ
の
機
会
に
ま
ち
歩
き
を
し

て
、
写
真
を
撮
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
内
外
の
み
な
さ
ん
か
ら
多
数
の
出

品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

胸
応
募
規
定
…
次
の
と
お
り
。

①
1
年
以
内
に
市
内
で
撮
影
し
た
未

発
表
作
品
（
1
人
2
点
ま
で
応
募

可
）。
※
市
外
か
ら
印
西
市
を
撮
影

し
た
も
の
は
不
可
。

②
応
募
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者
側

に
帰
属
し
ま
す
。
入
選
作
品
に
つ
い

て
は
ネ
ガ
・
ポ
ジ
な
ど
の
原
版
（
複

製
品
不
可
）
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
プ
リ

ン
ト
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

（
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
場
合
は
デ
ー

タ
を
収
録
し
た
Ｃ
Ｄ
お
よ
び
サ
ー
ビ

ス
プ
リ
ン
ト
）。

胸
サ
イ
ズ
…
白
黒
・
カ
ラ
ー
プ
リ
ン

ト
四
ツ
切
り
単
写
真
の
み
（
ワ
イ
ド

四
ツ
切
り
可
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の

場
合
は
Ａ
4
プ
リ
ン
ト
可
）。

胸
応
募
資
格
…
特
に
な
し
。

胸
応
募
方
法
…
作
品
の
裏
面
に
、
画

題
・
撮
影
場
所
・
撮
影
日
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
撮
影
デ
ー
タ
（
使

用
カ
メ
ラ
・
レ
ン
ズ
・
フ
ィ
ル
ム
、
絞

り
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
、
そ
の

ほ
か
使
用
フ
ィ
ル
タ
ー
な
ど
）
を
記

入
し
た
自
作
の
応
募
票
を
張
り
付
け
、

平
成
　
年
1
月
　
日
峨
必
着
で
左
記

24

31

ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参
。

■他 
被
写
体
に
人
物
が
含
ま
れ
る
場
合

は
、
本
人
の
承
諾
が
必
要
で
す
。
入

賞
作
品
は
、
印
西
市
観
光
情
報
館
に

展
示
す
る
ほ
か
、
市
観
光
協
会
や
市

の
刊
行
物
な
ど
に
利
用
す
る
予
定
で

す
。
な
お
、
優
秀
作
品
受
賞
者
に
は

怯
印
西
野
外
活
動
協
会
『
第
　37

回
歩
け
・
歩
け
大
会
　
笠
間
』

in

　
歴
史
と
芸
術
の
ま
ち
笠
間
（
茨
城

県
）
を
、
自
分
の
好
み
に
合
わ
せ
て

一
日
ウ
オ
ー
ク
。

■時 
7
月
　
日
蚊
・
午
前
8
時
　
分

24

30

（
出
発
）
～
午
後
5
時
印
西
市
到
着

予
定
（
雨
天
決
行
）。

■対 
小
学
生
以
上
。

■定 
　
人
。

35
■費 
一
人
2
街
8
0
0
円
。

■他 
集
合
・
解
散
は
文
化
ホ
ー
ル
前
。

笠
間
へ
は
大
型
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

歩
き
や
す
い
靴
や
服
装
で
、
暑
さ
対

策
を
。
昼
食
は
各
自
負
担
で
す
。

■申 
電
話
で
左
記
へ
。

■問 
印
西
野
外
活
動
協
会
・
森
田
（
緯

碓42 
2
3
1
5
・
■携 
0
9
0
―
2
6
7

5
―
7
3
4
9
）。

怯
東
日
本
大
震
災
応
援
企
画

演
劇
《
宮
沢
賢
治
の
世
界
》
中

井
浩
之
ひ
と
り
語
り
芝
居

■時 
7
月
　
日
画
、　
日
臥
・
両
日
と

29

30

も
午
後
1
時
　
分
～
、
6
時
～
。

30

■場 
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
（
千
葉
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
イ
オ
ン
モ
ー
ル
3
階
）。

■内 
「
オ
ツ
ベ
ル
と
象
」、「
猫
の
事
務

所
」。

■費 
前
売
り
券
大
人
1
街
0
0
0
円
、

中
学
生
以
下
5
0
0
円
・
当
日
券
大

人
1
街
2
0
0
円
、
中
学
生
以
下
7

0
0
円
。

　
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
文
化
の
泉
（
■メール b

u
n
k
a
n
o
izu

m
i@
y
ah
o
o
.co
.jp

）、
阿
部（
■携 

0
8
0
―
4
4
6
8
―
5
2
7
4
）、

中
井
（
緯
碓47 
6
0
1
2
）。

怯
手
賀
の
丘
自
然
観
察
会

「
ホ
タ
ル
く
ん
・
セ
ミ
く
ん
こ
ん

ば
ん
は
！
」

■時 
7
月
　
日
臥
・
午
後
7
時
～
9
時

30

（
集
合
は
6
時
　
分
ま
で
に
手
賀
の

40

丘
少
年
自
然
の
家
へ
）。

■場 
手
賀
の
丘
公
園
（
柏
市
）。

■内 
夜
の
森
を
散
策
し
な
が
ら
、
ク
ロ

マ
ド
ボ
タ
ル
の
発
光
や
セ
ミ
の
羽
化

を
観
察
。

■対 
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者

同
伴
）。

■定 
　
人
。

50
■費 
一
人
1
0
0
円
（
保
険
料
）。

■他 
夜
の
野
外
活
動
が
で
き
る
服
装
と

懐
中
電
灯
な
ど
を
持
参
。

■申 
7
月
1
日
画
・
午
前
9
時
か
ら
電

話
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
千
葉
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の

家
（
緯
0
4
―
7
1
9
1
―
1
9
2

3
）。

怯
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
「
あ

す
な
ろ
」
会
員
募
集

　
経
験
者
・
初
心
者
ど
ち
ら
も
歓
迎
。

コ
ー
チ
の
指
導
も
あ
り
ま
す
。

■時 
毎
週
火
、
金
曜
日
・
午
前
9
時
　30

分
～
午
後
1
時
。

■場 
鎌
ヶ
谷
市
民
体
育
館
。

■対 
女
性
。

■費 
月
3
街
0
0
0
円
、
入
会
金
1
街

5
0
0
円
。

■問 
戸
田
（
緯
0
4
7
―
4
4
6
―
1

6
3
9
・
午
後
8
時
以
降
）。

怯
Ｊ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2

級
養
成
講
座

■時 
　
月
8
日
臥
～
平
成
　
年
2
月
　

10

24

18

日
臥
（
延
べ
1
3
0
時
間
）。

■場 
Ｊ
Ａ
西
印
旛
介
護
福
祉
部
（
大

森
）
ほ
か
。　

■内 
研
修
は
通
信
教
育
に
よ
る
講
義
と
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
中
心
と
し
た

実
技
演
習
・
施
設
実
習
。　

■定 
　
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

16
書
類
選
考
）。　

■費 
7
2
街
0
0
0
円
（
分
割
制
度
あ

り
）
と
健
康
診
断
料
4
街
5
0
0
円

程
度
。

※
申
込
期
限
は
8
月
　
日
我
。
申
込

31

方
法
な
ど
詳
し
く
は
左
記
へ
。　

■問 
Ｊ
Ａ
西
印
旛
介
護
福
祉
部
（
緯
碓42 

1
3
1
1
）。　

住
宅
・
建
築
物
耐
震
改
修

促
進
事
業
補
助
制
度

　
市
で
は
「
印
西
市
耐
震
改
修
促
進

計
画
」
に
基
づ
き
、
建
物
の
耐
震
診

断
な
ど
を
行
う
場
合
に
そ
の
費
用
の

一
部
と
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
対
象
建
築
物
・
事
業
は
、
市
内
の

築
後
　
年
以
上
が
経
過
す
る
建
物
の

10

耐
震
診
断
（
現
地
調
査
を
行
わ
な
い

簡
易
診
断
も
対
象
）、
耐
震
改
修
設

計
お
よ
び
耐
震
改
修
工
事
で
す
。

※
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は
建
物
の

規
模
・
構
造
・
用
途
に
適
応
し
た
専

門
の
建
築
士
に
依
頼
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

■対 
補
助
の
対
象
と
な
る
建
物
の
所
有

者
（
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
共
有
部
分

に
つ
い
て
は
、
区
分
所
有
者
の
団
体

の
管
理
者
ま
た
は
管
理
組
合
法
人
の

理
事
）。

※
補
助
の
対
象
と
な
る
た
め
の
条
件

な
ど
が
別
途
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
左
記
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
申
請
者
に
市
税
の
滞
納
が
あ
っ
た

場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

噛
補
助
金
額
お
よ
び
補
助
率
な
ど
…

左
表
の
と
お
り
。

※
補
助
金
申
請
額
の
合
計
が
予
算
額

を
超
え
た
時
点
で
締
め
切
り
と
な
り

ま
す
。

■申 
　
月
　
日
我
ま
で
に
、
必
ず
事
業

11

30

着
手
前
に
左
記
ま
で
相
談
し
、
申
請

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
（
事
後

不
可
）。

■問 
建
築
課
住
宅
班
（
〒
2
7
0
―
1

3
9
6
印
西
市
大
森
2
3
6
4
―

2
・
緯
内
線
7
7
1
、
7
7
3
・
胃

碓42 
0
0
2
8
）。

都
市

胸住宅・建築物耐震改修促進事業補助制度　補助金額と補助率胸

１棟当たり
補助金の上限額
（消費税込額）

補助率

上限額補助対象事業
建築物の
種類 １棟当たり

費用上限
㎡あたり
費用上限

事業の種類場所

66,000円

2/3以内

100,000円①耐震診断
市全域

一戸建ての
住宅

20,000円30,000円②簡易診断

133,000円200,000円2,000円③耐震診断

沿道
20,000円30,000円④簡易診断

66,000円100,000円⑤耐震改修設計

200,000円300,000円⑥耐震改修工事

133,000円200,000円2,000円⑦耐震診断市全域

長屋・
共同住宅

266,000円400,000円2,000円⑧耐震診断

沿道 66,000円100,000円⑨耐震改修設計

400,000円600,000円⑩耐震改修工事

266,000円400,000円2,000円⑪耐震診断市全域そのほかの
建築物
(事務所、
店舗など)

533,000円800,000円2,000円⑫耐震診断

沿道 266,000円400,000円⑬耐震改修設計

800,000円1,200,000円⑭耐震改修工事
※補助金は千円未満切り捨て。沿道とは、印西市地域防災計画に指定されている道路（国道464号、国道356号、県
道千葉竜ヶ崎線）。

医
療
機
関
を
受
診
し
た
際
の

窓
口
負
担
の
免
除
手
続
き

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
医
療
機
関

受
診
時
の
窓
口
で
の
一
部
負
担
金
に

つ
い
て
は
、
当
市
に
お
い
て
も
「
東

日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特

別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る

法
律
」
な
ど
に
よ
り
特
定
被
災
区
域

と
な
り
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し
て

い
る
被
災
者
は
免
除
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
7
月
1
日
か
ら
は
、
加
入
し
て

い
る
医
療
保
険
の
保
険
者
が
発
行
す

る
一
部
負
担
金
な
ど
の
「
免
除
証
明

書
」
の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
加
入
さ
れ
て

い
る
医
療
保
険
へ
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
手
続
き
先
】
胸
市
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
…
市
国
保
年
金
課
資
格
給

付
班
。
胸
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
被

保
険
者
…
市
国
保
年
金
課
後
期
高
齢

者
医
療
年
金
班
。
胸
そ
の
ほ
か
医
療

保
険
被
保
険
者
…
ご
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
な
ど
。

【
該
当
条
件
】

　
災
害
救
助
法
の
適
用
地
域
（
東
京

都
を
除
く
）
や
被
災
者
生
活
再
建
支

援
法
の
適
用
地
域
の
住
民
（
地
震
の

発
生
以
後
、
他
市
町
村
へ
転
出
し
た

人
を
含
む
）
で
あ
り
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
。

①
住
み
家
の
全
半
壊
、
全
焼
ま
た
は

こ
れ
に
準
ず
る
被
災
を
し
た
人
。

②
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
し
、

ま
た
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
人
。

③
主
た
る
生
計
維
持
者
の
行
方
が
不

明
で
あ
る
人
。

④
主
た
る
生
計
維
持
者
が
業
務
を
廃

止
・
休
止
し
た
人
。

⑤
主
た
る
生
計
維
持
者
が
失
職
し
、

現
在
収
入
が
な
い
人
。

⑥
原
発
の
事
故
に
伴
い
、
政
府
の
避

難
指
示
、
計
画
的
避
難
区
域
お
よ
び

緊
急
時
避
難
準
備
区
域
に
関
す
る
指

示
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
人
。

■問 
国
保
年
金
課
資
格
給
付
班
（
緯
内

線
2
8
5
～
2
8
7
）、
高
齢
者
医

療
年
金
班
（
緯
内
線
2
8
8
・
2
8

9
・
2
9
9
）。

所
得
税
の
軽
減
や
免
除

　
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
人

は
、
所
得
税
の
軽
減
や
免
除
が
受
け

ら
れ
、
税
務
署
で
手
続
き
を
行
う
こ

と
で
所
得
税
が
還
付
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
源
泉
所
得

税
の
徴
収
猶
予
や
還
付
、
廃
車
と

な
っ
た
自
動
車
の
自
動
車
重
量
税
の

還
付
な
ど
特
例
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
税
も
住
民
税
の
雑
損
控

除
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
各
問
い

合
わ
せ
先
も
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問 
成
田
税
務
署
（
緯
碓28 
5
1
5
1
・

■ＨＰ h
ttp
://w

w
w
.n
ta
.g
o
.j

p

）、
市
・
市
民
税
課
市
民
税
班
（
緯

内
線
3
1
7
～
3
1
9
・
3
2
9
）。

 東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
み
な
さ
ん
へ


